
人文地理学における地図化の過程に関する一考察
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人文地理学を研究する上において， 自らの研究を他の人々に伝達する手段には様々な方法がある.

地理空間に存在する人文事象を対象とする人文地理学としては? それらが場所を確認できる

在するので地図が極めて重要な表現手段である i地図は視覚的言諒」と述べた佐藤甚次郎や， r地

閣は地理学者の共通の言語である」と述べた久保幸夫の表現は， まさに的を得たものである. しか

し，人文地理学の論文の仁1=1(，こは重要な表現手段であるべき地図がおろそかにされるものも散見され

る.中には地図としての最少必要な条件1)をそなえていないものまで克うけられる

そこで，本稿では地図化の具体的な過程， 特に印刷を目的とした図版の作成過程に関して考察を加

えることを白 1'1句とした.

lf ベースマップ，資料の収集・検討一地図化の第一段階一

地図化の過程は 1図のように表わすことができる. 第 1図に示したように，第一段階では作i週間

的の決定後， 資料・ベースマ y フ。の収集とベースマッフ。への記載事項の検討というこつの事がらを行

なう.

II -1 資料・ベースマップ。の収集

資本|は二つに分けられ， ーつは既成統計データでもう一つは研究者自身の調査によって得られた自

作統計データである.既成統計データとしては， 国勢調査や世界農林業センサスなどの官公庁や企業



14 人文地主1¥学 {I}f究刊

第

第 1区l地図化の i白根

が作成 したものがある.

また?ベース マ γ プとしては国土地IlH['況などが作成 した地形図や国土基本l玄関?の ものと 3 企業が作

成した都市図や道路地区!等の二つの種類がある. これらのデータやベースマ y プは凶U館などで谷弘

に入手することができる. データとベースマァプ。を収集するigpに考慮しなければならないことは3235

ーイこ両者が整合るすか否かであり， 第二はベースマァプの大きさである ，plfj者の佐合性とは，年次，

地域，精度2) が一致するか否かが問題となる. ベースマ ァプの大きさに関 しては?印刷用図版を作成

する;場合には印刷物の大きさ や版画面3)の大きさ y 文章と図版のレイアウ トにil;1j約があるため，それに

合致したベースマ yプを]=I=jいて作区|を行なう必要がある， i乍l罰則ベースマ y プの大 ささは， r:II，¥I¥1十

の 1. 2~1. 5倍程度のが最適とされている. したがって?この大きさに合致したベースマ y プがない場

合には既存のものを縮小，拡大しなければならない. 大きめのベースマ y プをHJいる1'1'，Ltlはy 以卜ーの

二つである.まず第ーには， じn周1]11寺に総小されると，おlHilliの*ruかな乱れが見えに くくなることがあけこ、

られる .しかし y 縮小の 合が印刷jてj}去の 2倍を1i生えると印刷lの|僚にお がかすれノることがあお.も

う一つは?京!日かな作業がfJないやすい ことである

n --2 ベースマップ。への記載事項の検討

この段階においてはy 研究者の地主11[学的な感覚が要求される.それは，読者が一枚の地l認を見た場

合にその研究者が地日H学的に何を表現したいかが端的に表われるような 地|裂が作成できるように li目当

事項の検討をしなければならない， iI寺には統計データだけをベースマァプに記戦するだけでなく ラそ

れらの事象がそこに分布する要因等を示しうるようにベースマ y プ。に3己すまする必要がある
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地図のデザイン一地図化の第二段階一日
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作IZl目的に合致した地図の下i惑を新たに作成してゆく段階であ第二段階では，研究者の研究目的，
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この段階で使用する用具としては， 薄手のトレーシングペーパー〈特に 1mm方!ll~ iJ)，入ったものが

便利である)，鉛筆，定規，コンパスなどである. これらの用具を使用してドローイングされた完成

図に類似した地図をトレーシングペーパーの J::~こ鉛筆で、デザインをする. 一通り地区iのデザインが終

ったら即座にドローイングに移行するのではなく， 論文の文章と読み合わせて自らのデザインに対

し，充分に検討を加えなければならない

以下では、デザインの段階においていかなる事柄について検討しなければならないかを述べる.

亜-1 地図の枠について

地図に枠をつけるか否かに関しては， 個々の地図によって異なる.一般に地問に枠をつける理由と

しては次の二つである.まず第ーには， 地図の範囲がはっきりして，図が引き締って見えることであ

り，もう一つは，地図が定期刊行物や書物のような文章のl'iXJに挿入されるものならば， 図のおさまり

が良くなることである

図に枠をつけるi僚の注意としては，の内側は全て地図と見なされるため，対象地域から外側に延

びる線は原則として省略はしない. しかし? 上記のような線をすべて書くことによって， a:1の主題が

不明確になる場合には枠をつけないか? 或は， 方位記号 スケーノレ・凡例-文字等で余分な空!習を補

てんすることも可能である.

2-a図と第 2-b図は 7 枠をつけた際に y よく見られる誤りである.第 2--aa:Jでは，海岸線

および対象地域に接する行政界が枠まで達していない. このような表現では，対象地域のまわりには

{可も存在しないことになる.さらに， 枠の中における対象地域も図的にみておさまりが恐い.

第 2-b図は，対象地域と枠のfhflが離れすぎていて， 対象地域が小さく見えてしまうので，枠をなる

べく対象地域に接するように描いた方が図が引き締って見える.

IlI-2 スケーノレおよび方位記号の描き方

地図にとってスケールと方位記号は必要不可欠のものであること

から，どんな単純な地図であろうとも省くことはできない.言い換れ

ば，これらが記入されていない地図は地図とみなすことができない.

スケー/レの表現方法としては 2種類あり，一つは第 3-a区!のよ

(a) 

① i 5000 

② 

うに数字によって示す方法で，他方は第 3-b図に示した棒スケー (b) 

ノレをmいる方法である.印刷用図版の場合には，前述のように縮小

されることが多い.そのため，数字によるスケーノレを汗jいた場合，

スケーノレの数字と印刷時のスケーノレ じてしまう. したが

って，一般には第 3-b図の格スケーノレを用いるスケーノレのデ、

ザインは通常①・②のような単純な表現が好ましく，③・④のよう

な繁雑なスケールの記入は図仁f~1 においてスケールのみが必要以上に

目立ってしまうので好ましくない.

① 

② 

。 5 km 

。 5 km 

o 5 km 
③ ム四~ー~四J

o 5 km 
④ ←イ トぺ ←→ 

第3図 スケーノレの拙jき方
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方位記号のデザイ ンにlVJしても 3 スケ ールと 同級になるべく単純な表現が

好ましい 41~J に示した 1:1: 1 で①・②程度のものが単純な表現と 言ーえる.③

は11l} 1玄| のようなプJ位が重要な I~I に斤jいられる . ④は表現と しては単純である

が，どの方j(I-Jが北を示すかが不rvHi在であるので， mいることは避けたほうが

17 

よい.なお， IIJ:W全体図や--)(限と いっ た広い地域を示す r~) においては 3 経 ③ ， ③ 

tNtJ~によってスケ ー ノレと方i立を表現す る .

スケーノレおよび方位記号を地図中のど こへ挿入す るか という 1'1:¥'1)還が残る

が，スケールは一般i切に地図の下方， ~Wに右下へ挿入すると地図全体の落ち

つきが良い. 方位記号についてはスケーノレ と逆に地図の|二方，特に左上に挿

入すると図に安定感が生じる. しかし，とれはあくまでも一般論であり，表

現する地域の形状によっ て， つねに変化す るも のである.

Na trう4121 方U'L記号

ill-3 凡例のi，泣き方

凡例も スケールや方位記号 と同紙~~こ地区iにとっては必要不可欠のものであ り， 凡例が見やすいか否

かに よって，地図の出来11央えにも大きく影響してくる 凡例は地図の中で表現されたすべての事象に

i3-1.5倍寸 ついて付記することが原別であ る 研 究者が表現 し
"/////パ晶

たい事象だけに限って凡例を記入するのではなく ，

地図の中でそれらに付随した鉄道 ・道路 ・河川等も

文字の大きさ 九例に表わすことが好ましい.凡例は各事象の代表

の 1.5~2.0倍 例であ るため，図の中の続的記号や面的記号につい
第 5図 凡例の大きさ
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第 6図凡扮!の抑入位置

ては，線の太さ， rm隔，点的記号については，大き

さ等もまったく同一にする.また p いくつかの事象

の凡例を一個所にまとめる こと が可絡であれば3 別

の個所に凡ザIJを設けるよりもわかりやすい.

次に凡例の大きさ と凡例を挿入する位置について

であ る が 3 凡例の大きさについては 51~に示 した

ような凹角で図ったものは，短辺が凡例の文字の大

きさ の1. 5~ 2 f告で\長辺は短辺の1.3~ 1. 51音の長

さのものが凡例の文字とのパラ ンスが最も よい.

凡例を押入す る位置は，第 6図に示 したよ うに，

図I十lの破線で図った余白の部分を利用するのが一般

的である .枠のI:j::tに余白が取れなかったり，凡例の

数が多くて余白に入らない よ うな場合には，十字の下

方や IHlJ方へ Ij~す こ ともある .

凡例の~l~べ方は，縦にJL仔IJが並ぶ場合lこは，重要
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度のいものを上位に配置する.棋に並ぶ合にはp 重要度の，'!:';Jし、ものを左の方へ置くのが通常の並

べ方である.それは‘ 人間の視線の動きがy 縦のものは上から下ヘァ棋のものは，左から右へ動きや

すいためである

1[[-4 文字について

地図を描くうえで?いかに線や模様が整然と 3 しかも表現内容を適格に表わしていてもァ文字が鮒

いると区!の仕上りを損ねてしまう. したがって文字を書く際には，文字の大きさ，文字の1m

を払う必安:がある.

まず地図に用いる文字はy 文字が正方形の枠の中にきちんとおさまるような文字で?縦横の直線は

で引く.文字の大きさについては? 重要!支のいものほど大きく?都道府県名-市町村ー名・

小七?と:の地名については，上位のものほど大きく書く. 文字の間隔については?都市名や駅名等の点的

表現のものは間隔を狭くし， 河)11名等の線的表現やよ等の広がりをもったものは J IIJJ隔を広げ

く戸、要がある.

ついてはy 和文-欧文で多種類の書体が存在するので， レタリングの書物などを参考にする

必要がある.これらの書体を使い分けると表現のi隔が一層広がる

文字の配列については 3 第 7-a図に示したように点的および面

的なものを表わす名称に対しては，水平もしくは垂直に並べる.

7-b図のような線的なものに対しては y 文字を紘!に沿わせ

(a) 

き3 原員IJとしては45
0
以上の傾斜をもっ線に対しては縦書き，450

以 (b) 

下の傾斜をもっ線に対しては損害きとする.傾斜が45
0
の場合には，

区iのノくランスに合わせて文字を配列する

監-5 記長のき方

地図に用いる線には 3 可視線と不可視線の二つがある.可視線

は3 鉄道-道路・河川など e!に尖l深に
破線

ー一一一一一一一一一 見ることができる線であり y 不可視線

はy 行政界・トンネノレ・ 3十回線な

土
浦

，戸旬、.‘
.〆/、¥

。土濡
!土浦市)
竜ノ

¥.._ー‘.__......_......-・/

合ノ // 

/二βゲレ

第 7毘! 文字のiliji_;:7jiJ

一点鎖線

u~81立ì i波紋のさ?きプj

i深に自に見えないものである.そのため J -1-iT視線は夫総，不可視線は破

未来や}¥;i、iij誌を){lいる.ただし可視線でも登山送のような細い道の場合に

はJ i政級をj干jいることもあり?不可視線でも区町内に模様を入れる場合

には，災級を)'[]いることもある。なおJ rvT線を書く;場合の注意としては

81郊にIJえしたようにy!波紋の日nをつめてくと整った線に見える.

m --6 点的事象の表現に i探してのとt~志

るこは， る必:裂がある. P=j 用いた際
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には，真の{立i庄は記」号の1:1:¥心でなければならないし 3 棒グラフに代表される

はp 真の位置は棒の底辺の1=1:::j心でなければならない.ただし，

くい場合にはこの限りではない.

理一7 ハッチ分け

19 

さなって見に

ハッチ分けをする場合には， 一般的にハッチ数を 8つ以内におさえるべきであるとされている.そ

れは，人間の自が一度に見分けられるものが 8種類程度とされているためである. したがって p 土地

利用図のような区分するものが多いような場-合には， ハッチ数を 8種類程度にとどめ，肉質のものは

!司ーハ yチで表現し， そのrl=1に文字等の記号を記入して区分するような方法をとる工夫もある.な

お，ハッチ分けに際して水平の平行線の使用はなるべく避ける&、要がある. 理由としては，人間の自

が水平の平行線をよもわけやすいため〉 械の間隔の不ぞ、ろいや平行か否かに関して判断しやすいとされ

ているためである.

IY ド口一イング一地図化の第三段階一

lY-1 ドローイングの過程

最終的な地図のデザインが終ったなら， ドローイングの作業にとりかかる.この作業は完全にテグ

ニカノレなものであるから， 地図の内容やデザインのことは一切考えず，一気に書き上げてしまうこと

が， ドローイングを成功させる一つのコツである.

ドローイングの過程は第 9図に示したとうりである. なお本図は神奈川県事業所統訴が作成した

1981年事業所統計調査事業所名簿リストを使用して横浜市内の操業年次別・従業員規模)JIJ工場分布図

を作成したものである.具体的手順とてしは以下の通りである.

(1)自らが最も表現したい事象と地図の基本的要素であるスケールと

(2)地名等の注記を記入.

(3)実際に景観として地 iこに存在する可視的事物を記入.

(4)行政界等の不可説的事物の記入.

(5)ハッチング.

，それに枠を3:おく.

なお，文字を書:くのではなく，写真植字4) やインスタントレタリングをfFJいる場合には 3 文字を記

入する部分だけドローイングをせずに践し， ドローイングが完了した時点で写真描字等を貼り込む.

それは，写真植字を貼るI僚に使用する接落剤5) やインスタントレタリングの接着函が他の場所に

することによってインクの来りが悪くなるためである. なお，第 9図では地形表現をレリーフ つ

る工夫をしてみた.

lY-2 ごlコーイン

1) トレース商への泊分付着の防止

ドローイングのl採にH:jいるインタは， 7]¥性インクである. そのためトレース面に人の手の泊分がlifJ
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着する と? イングをはじいてしまい?その部分だけインタが乗りにくくなる. そこでト〉ーイングを

関女台する前 1こに主 y 手を石けんで必ずotぅ. また手を洗った後もトレース布lにはy 手を触れること を避

けるべきである

2)製図註?ーとの整四!

高if述し7こように 3 ドローインダのf>~Hこは何事も考えずに機械的に一気にさ;ーき上げる原則から，製区i

台のJ::Jこはド‘ ロ ーイング‘に必要な器具やイング以外のものは遺かないようにする. 不必要なものが置

いてあること+こよってp 製図台の空間が侠くなっ たり? あるいは定規などを使うときにイングびんを

たおす(fiJi食性泊:あるからである

3)厚手トレー シングペーパーの使用

ドローイン夕、月号のトレーシンダペーパーは、厚手のものをnlいることが大切である. それは厚手の

方が線画の修正が1容易なのと， スクリーン トーン 引，5~ 際に も，カッタ ーでトレー シングペ ーパーま

でも切り とむい てしまう危険性が少く なる. またイ ングによ って トレーシングペーパーが波うつのを少

なくする こと が可能である

4)砂dヨコ守ムの効m
ドロ ーイングの前にトレース耐を II少daiゴムで75'遍なくこすることが大切である. AI少naiコ「ムでこする

こ とによっ て 3 トレースTuij二に付着した手の油分などの汚れを溶し y またトレース面上がなめらかに

7kりy きオ/しし¥な線が引き易い‘

5)極端jtJ:未m *;~使用の回避

印刷JJJj{荷の製区iに際しては O.lmm未満の細線の使用をなるべく避けるべきである. それは前述し

fことおりおかj，さ;九ることカミ多し、治〉らである

6)正しい姿勢によるドロ ーイング

烏口やロヅ「リ ングベンで線を引く際には習字と同様にiEしい姿勢をとることが大切である. 片手

て:紙をおさえ 3 ペンをもっ ている手は肘を浮せ， 線をヲiいてい る|僚は怠を止めてい ると ?安定した忠良

を引くことができる.

IY-3 トレーシンダペーパー，イングおよび器具の使用法

1) トレーシングペーハー

ドロ ーイ ングJllトレーシングペーパーは， 級国iのシャー プさやインタ の乗りと いうことが関係 して

くるたbり? トレー シングペーパーも良質のものをi望んだ、方ーが好ましい. 地区liJtQI;;s1を.=iM:1'1 E)とする者が製

図の際 lこイ史Y:l~するものとしては p 大きく分けて 2舵類のものがある. 1つが厚手のツヤヤlのものであ

る.これは ， ツヤ d~í しのものより表而がなめらかであり，透明肢もすぐれている.そのため，非常に

きれいな線を怖くことができる. しかし 3 ツヤバi しのトレ ー シングペーパ ーに '1Jj~れている :éfには，表

面がなbウら7')>なために少々使いづらいかもしれない. しかし， 慣れると料密製l玄IHJブイ/レムのUtJ+Jの

!燦にも卦!:?である.ただし?このツヤ付の紙はilTl仮される認が少な く， しかもA4・B4版に切られた

紙がなレ、の で， ロー/レペーパーを切って使mしなければならない， また，販売する;;口が少ないため!!124
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入先が限定される.

もう 1つは密製図)干jフィルムである. これはポリエステノしをベースにして? その i二にイングが乗

るように加工されたものであり，密さを要求される地形図やカラー印刷jのような多色hj¥1jのJ:反を作る

|捺に多く用いられる. これも前者と同様におiiをシャーフ。けることやj歪 に す ぐ れ て い る が ，

と異って砂川しゴムミ手による修_ij二がであることが多い. rl=1にはドローイングの前に特殊な液を

トレース面に塗る必要があるものもある.それゆえ， H持入するi僚には，使用方法をよく叫しかめる&、

ーがある.また材質が硬いため，製具の減りやいたみが速いので， これらにあった製図HJ兵をそ

ろえる必要がある

2)製1_21FI=jインク

主~I玄Irl~ インクには P ';J トりングベン等にrnいるものと，烏 iコ・丸ぺ FI=Jいるものに分けられる

i]ij者は烏仁1)有のものに比べて読めに作られている.それゆえ 3 烏 i二i等の使用には不向きである.後

者のものは 3 トレーシンダペーパー JTJ と精密製 l~fFJがあり 3 紙に迎合したものを使うことが安であ

る ただし， これらのインク類の1=1'1にはがJJ創立:の菜lfhや， ポリエステ/ルレ系1樹古封ti脂;出旨財キ材材4オ材今1料1料守に製図するのに者都l目l 

合のよい薬lJJ山;JL日}7lJ川l

l必8卦Z芸、安がある.

3)製I_2JJ有22兵

製i玄l用器具には多くの種類があり， 使用法に関しては多く

J自i習を製図する上で、最少限必要な持共のみについて

地図製図に必要な器共としては，ポLペン，

ある. こ:Vしらの)I':j)金は1;人寸ごのとうりである

丸ペン

る.

口，

に記述がある.そこで， ここでは

口3 スプリングコンパスの 4つで

丸ペンは地図 f:J~の京!llかい屈r:ttl をもった海岸線や短い直線3 文字等を描くのに用いられ，ガラス定規

と対をなして用いられることが多い.丸ベンにも多くの種類があるが， 原則としてはベンの肢が硬く

穂先の長めのものが図形)孔 肢が柔らかく砲、先の短いものが文字JlJとされている.

直線烏口

口は，地図の枠や経緯線等の長めの直線を引くのに用いる. 口は，ff:[日前山t rlコ太

月l q寺太線用の 3つがあり，それぞれの用途に合致した器具を使用することが好ましい

単頭曲線烏口

i二iは別名コンターペンともよばれ， 等紘や河)11.鉄道等の曲線の多いおRをJ前くのに使

利である. 口および単頭曲線烏口の使い方は， 紙面に垂直に立てて使うことが美しいがjHを招iく

コツである

スプリソグコンパス

スプリングコンノ〈スは， 普通のコンノ〈スの鉛主任の部分が烏口になっているものであり， O.4mm~3 

11'1111.の小円をくのに使利である.使用方法は， 普通のコ、ノパスと同じであるがと異って烏口

の先端が紙面と垂直にならなければならない.そのため， コンノミスを閉じた場合に針の先端を烏口の
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先端よ りも 1rn1Tl程度長くした方が使いやすい.

以上が各器具に対ーする説明である. なお， これらの器具をH:Jいて美しい地図を くためには練習と

同時に， 各器具をMIぐことを知る必要がある.)苫頭で販売している器具類は y 大まかな形状を作って

あるにとどまっているため， ペン先が不ぞろいであったり，烏口の先端がメしすぎたりするものがあ

る.したがって， !!湾入した部具類は先端iの形状を/レーベ等をH:Jし、てよく調べてから研ぐ&，!21ーがある.

これを;官、ると線が選:けなかっ たり， 線が太くなりがちになる.村民共郊のof-ぎ方を憶えることが， I~l ら

が美しい絞を描 くためには不可決であ る.

lV-4 仕上げ

ドロ ーインダが終った図版の仕上げで‘は， 2つのことを行なわなければならない.

0 線画の修正

ドロ ーイングが終った図版をもう 一度点、検し直す と， 総が飛び出していたり， rJAと線が接合 してい

なかったりする個所がいくつか見つかるはずである. もし，これらの個 所をそのま ま放誼しておく

と，線が美しく tu'jかれていても， 図的表現がたとえすばらしくても，見る者にとっては荒っぽい図版

に見えてしまう .そのため， 細かな個所まで修正しなければならない.

まず，ffi:び出した線の修正方法としては 3 デ、ザインカッタ 一等で該当部分を削り取ったり ，白色の

イングや絵具で塗りつぶす方法がある. 次に，線と紋を接合させる場合には，接合させる線よ りも知l

い丸ペンやロソ トリングベンで綿う 部分を 3;i~~いてゆ く.

2)図版の保護

図版の保議には，図版をj享めの白色の台紙に張り付け， 図版の上にお手のトレーシンクペーパーを

かぶせる.

白色の厚手1~に張り付けるよ]1 133 V'I， 一つは折れや破れを紡ぐことであり ，もう一つは図版の械がシャ

ーフ。に見えるので印刷用原稿の際にはカメラの得影が容易になるからであ る 手のトレーシ ンダベ

ーノミーをかぶせる理由は汚れを防ぐと同時に， 写植で文字の指定をするのに使利なためである.

V むすび

本稿では， 人文地J;ill学を研究するよで研究者の共通の言詑ともいえる地図の作成に関して具体的な

過程を考察した.

地図化の過程をまとめると 以下のようになるであろ う.

1. 地図化の第一歩は 3 いかなる地図を作成するかという作図目的の決定である. このことが欠如

すれば，完成した地図は線によって作られた単なるj莫様で終ることもある.

2. 地表上に存在する諸事象は，すべて地図化することが可能であると いうこと から， 作図目的に

合致した地図を作成するためには， どのような事象を ~:Iill土i して地区|に表現するかということを検汁ーす

る必要がある.

3. 地図のデザインの段階では， 表示すべき事象を，いかなる表現子段を援問し，いかに配置する
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かと いうことや 3 人1'1=¥1の心J=I1lなども考慮 に 入 れ ながらデザイ ンを行う ことが必要である. この段階が

地 図化に|探して， 最も重要な在日分であろう

4. 表現能 力 をl向上させるためには，製Izlのテグ ニ カルな部分の トレーニ ングが基本 になる .

以上のような事項をつねに考えることによって， 地図という情報伝 達の手段に基づいて研究者の表

現したい ことがらが，読者に正しく伝わるはずである .

木/ト;命の作成にあたって，FI主なD)J言とiil'!l指導を賜わった筑波大学地球科学:系の高橋伸夫・ 圧!林明両先生におjし

て，)享くお干しを (:1]しあげるしだいである

]ο) J場易戸所庁をli'{j附椛i'{j泊出1性在fi立;

ケ一/ルレと方{付位7立z記号を!図思lド巾:1干がlドI:Jコlに入れなければならない.

2) 例えば，デー タが市IUHt5.P!のものであればベース

マッフ。も市町下Jの節回が!リJli11ifと示されたベースマップ

をFFlいる ことである

3) rl~の上に F!Hlj ll て-きる J任大寸法

:主

4) 写真の操作によって，印画紙やフィ ルムに文字や

記号を印字したもの.

5) 印岡市:j~の写真j[tI字では， 一般的なノリやベーパー

セメン トを用い，フィルムの写真ll(j字には 3 メチノレ

エチル ・ケトン等を用いる
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Mapping Procedure in Human Geography 

Kazuhito MIY ASAKA 

Thls paper attemps to investigate the concrete procedures of the mapping which is a 

'common language' In Human Geography. 

Importance of the mapping procedure is summarized as follows: 

(1) The first stage of the mapping is to make clear the purpose. The maps without 

the main subjects aτe nothing but the figures consisted of assembly of lines. 

(2) Selection of the meaningful factors to express is essential to draw the maps coin-

cident with the purpose. 

(3) At the stage of the design of the mapping， it is important to devise the expression 

method， the arrangement of the rnaps pattern， and the psychologcial effect in terms of 

the accepted factors. Thiswould be the rnost important stage in the mapping. 

(4) To enhance the expression ability of mapping， usual technical training is indispe-

nsible. 


